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天才絵師の作品

蕨にあり
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月
19
日
に
市
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
る
、
入
場
無
料

の
格
闘
技
合
同
興
行
「
あ
り
が
と

う
・
蕨
」。
こ
れ
は
、
蕨
を
拠
点

と
す
る
女
子
プ
ロ
レ
ス
団
体
・
ア

イ
ス
リ
ボ
ン
と
総
合
格
闘
技
ジ
ム

Ｆフ

リ

ー

ダ

ム

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
＠
Ｏオ

Ｚズ

（
以
下

Ｏ
Ｚ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
10
周
年

を
迎
え
、
蕨
市
市
制
施
行
60
周
年

記
念
事
業
と
し
て
共
催
さ
れ
る
チ

ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の

興
行
で
引
退
試
合
に
臨
む
の
が
、

Ｏ
Ｚ
代
表
の
小
塚
誠
司
さ
ん
（
40

歳
・
中
央
１
丁
目
）
で
す
。

　

高
校
時
代
に
総
合
格
闘
技
の
試

合
を
テ
レ
ビ
観
戦
し
、
体
格
差
の

あ
る
相
手
を
倒
す
小
柄
な
格
闘
家

の
勇
姿
に
魅
せ
ら
れ
た
小
塚
さ
ん

は
、
卒
業
と
と
も
に
茨
城
か
ら
蕨

へ
。
総
合
格
闘
技
団
体
で
打
撃
、

広
報
蕨
　
八
二
六
号
　
令
和
元
年
十
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
総合格闘技ジムＦＲＥＥＤＯＭ＠ＯＺ　代表

小
お

塚
つか

 誠
せい

司
じ

 さん

今

格闘技で蕨を盛り上げたい

投
げ
技
、
寝
技
な
ど
を
体
得
し
、

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
練
習
仲
間
を
誘
い
市

民
体
育
館
で
社
会
人
格
闘
技
サ
ー

ク
ル
を
主
宰
。
初
心
者
の
指
導
も

行
う
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
の
経

験
を
基
に
Ｏ
Ｚ
を
設
立
し
ま
し
た
。

「
格
闘
技
し
か
知
ら
な
い
の
で
、

そ
れ
を
人
に
教
え
る
こ
と
が
自
分

の
生
き
る
道
」
と
話
す
、
小
塚
さ

ん
。
ジ
ム
で
教
え
な
が
ら
自
ら
も

練
習
に
励
み
、
平
成
24
年
に
は
総

合
格
闘
技
で
名
高
い
パ
ン
ク
ラ
ス

の
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級
で
タ
イ
ト

ル
マ
ッ
チ
を
経
験
。
平
成
29
年
に

は
ジ
ム
で
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
合
う
同
僚

が
同
フ
ラ
イ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

な
り
、
小
塚
さ
ん
は
ス
ト
ロ
ー
級

の
王
者
挑
戦
者
決
定
戦
ま
で
進
出
。

力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

引
退
後
の
人
生
で
、
ど
う
結
果

を
出
し
て
い
く
か
―
。
自
分
を
育

て
て
く
れ
た
地
域
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
た
小
塚
さ
ん
は
、
と
だ
わ

ら
び
青
年
会
議
所
に
入
会
し
ス
ポ

ー
ツ
振
興
事
業
な
ど
に
携
わ
っ
た

ほ
か
、
昨
年
は
Ｏ
Ｚ
主
催
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
を
市
民
体
育
館

で
開
催
し
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
人
生
の
勝
負
は
続
き
ま

す
。
19
日
の
試
合
も
勝
ち
に
行
く

だ
け
。
蕨
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、

ほ
ん
も
の
の
勝
負
を
お
見
せ
し
ま

す
よ
」。
決
戦
は
目
の
前
で
す
。

輝

いて
ます

最後の試合に向けて調整する小塚さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabe
yosai

　

暁
斎
は
、
明
治
14
年（
１
８
８
１
）の

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
た

《
枯こ

木ぼ
く

寒か
ん

鴉あ

図ず

》
で
日
本
画
最
高
の
妙み

ょ
う

技ぎ

二に

等と
う

賞し
ょ
う

牌は
い

を
受
賞
し
ま
し
た
。
し
か

も
そ
の
絵
が
高
値
の
「
百
円
」
で
売
れ

「
鴉か

ら
す

の
暁
斎
」と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
以
後
は
鴉
図
を
数
多
く
描
き
、
鴉

に
ち
な
ん
だ
印い

ん

も
作
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
本
図
も
「
万ば

ん

国こ
く

飛ひ

」
と
い
う
印

文
か
ら
、
妙
技
二
等
賞
牌
を
受
賞
し
た

後
に
描
い
た
と
分
か
り
ま
す
。
柿
の
木

に
と
ま
っ
た
一
羽
の
鴉
が
、
ひ
と
つ
だ

け
残
っ
た
柿
の
実
を
眼
光
鋭
く
狙
っ
て

い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
を
写
生
し

て
記
憶
に
残
し
、
手
本
が
無
く
て
も
描

く
こ
と
が
出
来
た
暁
斎
な
ら
で
は
、
息

詰
ま
る
瞬
間
を
描
い
た
作
品
で
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。
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展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開館＝午前10時～午後４時
休館＝木曜日・毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝�一般600円　65歳以上500円
高校生・大学生500円　小・中学生300円
※65歳以上の人は年齢の分かる物、学生は学生証をご
提示ください。（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　10月25日（金）まで
「暁斎の団扇絵ー実用と鑑賞ー｣展　同時開催 
「匠の技　江戸庶民の愛した『狂斎百図』復刻 ―摺師 三田村努の世界― ｣展

暁斎筆「柿に鴉図」
絹本墨画、朱　軸装

本作品は現在の展覧会で御覧いただけます


